予算要求資料
平成２７年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産費　項：林業費　目：林業振興費　　　
	事業名　清流の国・森林づくり運動推進費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

林政部　全国育樹祭推進事務局　式典運営係
電話番号：058-272-1111（内3022）
E-mail： 
" 
c11514@pref.gifu.lg.jp



１　事業費58,809千円（前年度予算額：16,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	16,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	16,000

	要求額
	58,809
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	58,809

	決定額
	58,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	58,800


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・県が行う「恵みの森林づくり」や「生きた森林づくり」を支える人づくりの取り組みを、延べ１０万人の人々の参加によって実施する。

これらの人々を核として「清流の国・森林づくり運動」を展開し、「森林を次世代に継承していく必要性」を多種多様な交流を通じ全県民へ伝播する。
・また、全国育樹祭に向け、同運動を進め育樹祭の開催機運を盛り上げるとともに、県民協働の森林づくりを推進する。
（２）事業内容
○ランドマーク創造事業
・地域の伝統技能者、若手技術者、地域住民等の協働で森の恵みである木材、紙、土等を活用し、平成２７年度に開催される全国育樹祭のランドマーク（木製の建造物などを想定）を造成する。
・ランドマークの造成を通じて、伝統文化の伝承を行う。
○森・川・海の伝統文化伝承事業
・岐阜県で森・川・海が育んだ「地域の名手・名人の技」を発掘し、「次代に残すべき森の伝統文化ぎふ２０選（人と技と形）」を選定して顕彰する。

・また、その技及び完成までの工程や活動を記録したコンテンツを制作し、関連のある研修会や生涯学習講座等の場でこの２０選を紹介するなどして、次の世代に引き継ぐ取り組みを進める。
○間伐材活用おもてなし事業
・間伐の推進と間伐材の有効利用を推進するため、小中学生を対象に森林教室等を開催し、間伐体験や搬出体験などを行う。
・間伐体験等で伐採した間伐材を活用し、育樹祭会場で設置予定のプランター等の木工製品を製作する。
○(新)１００年の森づくりリレー事業

・１００年先の森林づくりを見据え、県内市町村で樹齢１００年の樹木、またはシンボルとなっている樹木の苗木とともに、「未来の森林づくり」への思いを綴ったメッセージを添えて育樹祭開催地である揖斐川町に向け、市町村をリレーしながら送り届ける｡
（３）県負担・補助率の考え方

県民との協働による森林づくり推進のための運動であるため、県負担とする。
（４）類似事業の有無
　　　なし。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	ランドマーク創造事業
	5,500
	ランドマークのデザイン設計・製作業務委託、その他事務経費等

	森･川･海の伝統文化伝承事業
	14,078
	顕彰関係消耗品、映像制作業務委託、その他事務経費等

	間伐材活用おもてなし事業
	8,435
	プランターキット作製業務委託、その他事務経費等

	１００年の森づくりリレー
	30,796
	リレー運営業務委託、メッセージカード等消耗品、その他事務経費等

	合計
	58,809
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・長期構想

Ⅳ－１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

・森林がもつ水源かん養機能など多面的な機能を維持・増進し、健全で豊かな森林をつくる取組を進め、岐阜県の自然と水源を守る。

・第二期　岐阜県森林づくり基本計画

(3)人づくり及び仕組みづくりの推進
（２）国・他県の状況

　　　岐阜県独自事業。
（３）後年度の財政負担
（４）事業主体及びその妥当性
　　　延べ10万人県民との協働による森林づくり運動であるため県が主体となって実施する。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・平成27年度に開催する第39回全国育樹祭の開催を契機に、県が行う「恵みの森林づくり」や「生きた森林づくり」を支える人づくりの取り組みを、延べ10万人の人々の参加によって実施する。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	取り組みへの参加人数
	－
（H25）
	（H  ）
	（H  ）
	－
（H25）
	100,000
（H27）
	－％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　・ランドマーク創造事業により、地域の伝統技術者、若手技術者等との協

働により試作品を製作

　・森川海の伝統文化伝承事業により、「次代に残すべき森の伝統文化ぎふ

２０選（人と技と形）」を選定
　　間伐材活用おもてなし事業により、材料となる間伐材の一部を地元小学

生が体験活動として搬入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　・ランドマーク創造事業により、育樹祭で活用される本作品のデザイン設

計に反映
　・森川海の伝統文化伝承事業における「次代に残すべき森の伝統文化ぎふ

２０選（人と技と形）」選定により、各種研修会等で幅広い活用が可能

　・間伐材活用おもてなし事業による地元小学生の間伐材が、育樹祭で利用

されるプランター等に活用


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	「清流の国・森林づくり運動」の展開と「森林を次世代に継承していく必要性」を全県民へ伝播するためには、「恵みの森林づくり」や「生きた森林づくり」を支える人づくりの取り組みを実施する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
第39回全国育樹祭では、先代から引き継いだ森林を守り育て、活用する

知恵や技術を深化させ次の世代へ引き継ぐ取り組みを県民総参加で進める

必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　　第39回全国育樹祭を契機に「100年先の森林づくり」に取り組む。

豊かな環境･資源･文化を育む森林をつくるため、森林の循環利用を進め
るとともに、水源林や里山林など多様な森林づくりを進める。



